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一般会計補正予算議案等議決結果一覧 令和6年第4回定例会（令和6年12月20日）

9億904万1千円を追加し
補正後の予算総額は 290億8,241万1千円

◇国東市民病院薬剤師修学資金の貸与に関する条例の制定
　市民病院薬剤師の安定的な確保を図り、市民病院の地域における中核
的な医療機関としての機能の維持及び向上に資することを目的とし
て、本条例を制定するもの。

◇国東市災害被害者に対する市税の減免等に関する条例の一部改正
　地方税法等の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの。

条例

請願第3号　台風10号による復旧工事費に関する請願書
請願第4号　台風10号による復旧工事費に関する請願書

請願

発議第7号　学校現場における長時間労働是正のための給特法見直しを
求める意見書

議員発議

■農地災害復旧事業 …………………………………… 3,151万8千円
台風10号により被災した農地を復旧するため工事費を補正します。

■農業用施設災害復旧事業 …………………………… 3,678万6千円
台風10号により被災した農道及び水路を復旧するため工事費を補正
します。

■林道災害復旧事業 ………………………………………… 5,150万円
台風10号により被災した林道（7路線9箇所）を復旧するため工事費
を補正します。

■道路橋梁災害復旧事業 ……………………………… 4億1,350万円
台風10号により被災した道路（25路線32箇所）を復旧するため工事
費を補正します。

■市有施設解体等事業 ……………………………………… 1,500万円
本年度実施している旧武蔵総合支所の解体工事に係るアスベストを含
有する建築材の除去作業経費を増額するため補正します。

■県単農業用ため池緊急対策事業 ………………………… 1,800万円
安岐町明治地区の益ヶ原池について、台風10号により堤体の一部が
損壊したことから、今後実施予定の改修事業が開始されるまでの間、
水を溜めないようにするため、堤体を開削する工事費を補正します。

■農林水産施設災害防止緊急対策事業 ……………………… 400万円
安岐町矢川地区の矢川新池について、台風10号により堤体の一部が
損壊したことから、令和7年度のため池の廃止工事に向け、測量設計
委託料を補正します。

■森林病害虫等防除事業 ………………………………… 506万4千円
市内沿岸の松林について、松くい虫被害や干害による松枯れが著しく
発生していることから、伐倒駆除を行うための費用を補正します。

補正予算の主な事業

※議長は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は採決に加わらない為、斜線にしています。　○「賛成」　×「反対」　欠「欠席」　－「退席」

議75

発7

議案等名

議員名（議席番号順）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

議決
結果

表決数
賛成：反対

国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の
指定の取消しについて

学校現場における長時間労働是正のための
給特法見直しを求める意見書（案）

可決 16:1

15:2可決
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萱
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○○○○○○○○○○○○

××

○○○

備
考

※議案等に対して、「賛成」か「反対」の意見が分かれたもののみを掲載しています。議案等に対する賛否の一覧表【令和6年第4回定例会】

12月定例会の
あらまし

　
会
期
は
11
月
26
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
25
日
間
。令
和
６
度
年
一

般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
案
及
び
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
案
な

ど
、承
認
１
件
、報
告
１
件
、議
案
14
件
の
16
件
が
上
程
さ
れ
、議
員
発

議
１
件
、請
願
２
件
を
含
む
計
19
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。採
決

に
あ
た
り
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
趣
旨
採
択
、そ
の
他
は
原
案
通
り
可

決
・
採
択
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
４
日
と
５
日
に
行
わ
れ
８
人
の
議
員
が
登
壇
し

ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会

令
和
６
年

【市長提出議案】
•専決処分の承認を求めることについて（令和6年度国東市一般会計補正予算第4号）………… 承　　認

•専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） …………………… 報　　告

•令和6年度国東市一般会計補正予算（第5号）……………………………………………………… 原案可決

•令和6年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第2号）……………………… 原案可決

•令和6年度国東市水道事業特別会計補正予算（第2号）…………………………………………… 原案可決

•令和6年度国東市下水道事業特別会計補正予算（第3号）………………………………………… 原案可決

•令和6年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第2号）………………………………………… 原案可決

•国東市民病院薬剤師修学資金の貸与に関する条例の制定について …………………………… 原案可決

•国東市災害被害者に対する市税の減免等に関する条例の一部改正について ………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市国東農産物加工直売所「夢咲茶屋」）…………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市国見ふるさと展示館）…………………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市梅園の里) ………………………………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市物産館）…………………………………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:いこいの村国東）………………………………………… 原案可決

•国東市と大分市ほか15市町との証明書等の交付等に係る事務の委託に関する規約の

　廃止について ………………………………………………………………………………………… 原案可決

•国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて ………………………… 原案可決

【議員発議】
学校現場における長時間労働是正のための給特法見直しを

求める意見書（案） …………………………………原案可決

【請願】
台風10号による復旧工事費に関する請願書 ……趣旨採択

台風10号による復旧工事費に関する請願書 ……趣旨採択 台風10号による被害（安岐町成久）
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一般会計補正予算議案等議決結果一覧 令和6年第4回定例会（令和6年12月20日）

9億904万1千円を追加し
補正後の予算総額は 290億8,241万1千円

◇国東市民病院薬剤師修学資金の貸与に関する条例の制定
　市民病院薬剤師の安定的な確保を図り、市民病院の地域における中核
的な医療機関としての機能の維持及び向上に資することを目的とし
て、本条例を制定するもの。

◇国東市災害被害者に対する市税の減免等に関する条例の一部改正
　地方税法等の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するもの。

条例

請願第3号　台風10号による復旧工事費に関する請願書
請願第4号　台風10号による復旧工事費に関する請願書

請願

発議第7号　学校現場における長時間労働是正のための給特法見直しを
求める意見書

議員発議

■農地災害復旧事業 …………………………………… 3,151万8千円
台風10号により被災した農地を復旧するため工事費を補正します。

■農業用施設災害復旧事業 …………………………… 3,678万6千円
台風10号により被災した農道及び水路を復旧するため工事費を補正
します。

■林道災害復旧事業 ………………………………………… 5,150万円
台風10号により被災した林道（7路線9箇所）を復旧するため工事費
を補正します。

■道路橋梁災害復旧事業 ……………………………… 4億1,350万円
台風10号により被災した道路（25路線32箇所）を復旧するため工事
費を補正します。

■市有施設解体等事業 ……………………………………… 1,500万円
本年度実施している旧武蔵総合支所の解体工事に係るアスベストを含
有する建築材の除去作業経費を増額するため補正します。

■県単農業用ため池緊急対策事業 ………………………… 1,800万円
安岐町明治地区の益ヶ原池について、台風10号により堤体の一部が
損壊したことから、今後実施予定の改修事業が開始されるまでの間、
水を溜めないようにするため、堤体を開削する工事費を補正します。

■農林水産施設災害防止緊急対策事業 ……………………… 400万円
安岐町矢川地区の矢川新池について、台風10号により堤体の一部が
損壊したことから、令和7年度のため池の廃止工事に向け、測量設計
委託料を補正します。

■森林病害虫等防除事業 ………………………………… 506万4千円
市内沿岸の松林について、松くい虫被害や干害による松枯れが著しく
発生していることから、伐倒駆除を行うための費用を補正します。

補正予算の主な事業

※議長は、可否同数のとき又は特別多数議決のとき以外は採決に加わらない為、斜線にしています。　○「賛成」　×「反対」　欠「欠席」　－「退席」
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表決数
賛成：反対

国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の
指定の取消しについて

学校現場における長時間労働是正のための
給特法見直しを求める意見書（案）
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※議案等に対して、「賛成」か「反対」の意見が分かれたもののみを掲載しています。議案等に対する賛否の一覧表【令和6年第4回定例会】

12月定例会の
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11
月
26
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か
ら
12
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20
日
ま
で
の
25
日
間
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会
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・
特
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補
正
予
算
案
及
び
条
例
の
制
定
・
一
部
改
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案
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ど
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件
、報
告
１
件
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案
14
件
の
16
件
が
上
程
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発
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。採
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一
般
質
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12
月
４
日
と
５
日
に
行
わ
れ
８
人
の
議
員
が
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壇
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ま
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た
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第
４
回
定
例
会

令
和
６
年

【市長提出議案】
•専決処分の承認を求めることについて（令和6年度国東市一般会計補正予算第4号）………… 承　　認

•専決処分の報告について（和解及び損害賠償の額を定めることについて） …………………… 報　　告

•令和6年度国東市一般会計補正予算（第5号）……………………………………………………… 原案可決

•令和6年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第2号）……………………… 原案可決

•令和6年度国東市水道事業特別会計補正予算（第2号）…………………………………………… 原案可決

•令和6年度国東市下水道事業特別会計補正予算（第3号）………………………………………… 原案可決

•令和6年度国東市民病院事業特別会計補正予算（第2号）………………………………………… 原案可決

•国東市民病院薬剤師修学資金の貸与に関する条例の制定について …………………………… 原案可決

•国東市災害被害者に対する市税の減免等に関する条例の一部改正について ………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市国東農産物加工直売所「夢咲茶屋」）…………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市国見ふるさと展示館）…………………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市梅園の里) ………………………………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:国東市物産館）…………………………………………… 原案可決

•指定管理者の指定について（対象施設:いこいの村国東）………………………………………… 原案可決

•国東市と大分市ほか15市町との証明書等の交付等に係る事務の委託に関する規約の

　廃止について ………………………………………………………………………………………… 原案可決

•国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて ………………………… 原案可決

【議員発議】
学校現場における長時間労働是正のための給特法見直しを

求める意見書（案） …………………………………原案可決

【請願】
台風10号による復旧工事費に関する請願書 ……趣旨採択

台風10号による復旧工事費に関する請願書 ……趣旨採択 台風10号による被害（安岐町成久）
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台
風
10
号
に
よ
り
被
災
し
た
、
し
い
た
け
生
産
施

設
の
復
旧
に
対
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
災
害
規
模
・
経
営
規
模
等
は
。

　
県
単
活
用
型
の
事
業
で
あ
り
、
災
害
復
旧
事
業
費

の
下
限
を
40
万
円
と
定
め
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
者

で
あ
る
し
い
た
け
生
産
者
に
対
し
、
大
分
県
が
３
分

の
１
、
国
東
市
が
３
分
の
１
の
負
担
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
規
模
に
つ
い
て
は
、
年
間
３
万
コ
マ

以
上
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
の
勤

勉
手
当
の
支
給
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
来
年
度
だ

け
の
見
直
し
か
。

　
現
在
正
規
職
員
に
対
し
て
運
用
し
て
い
る
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
評
価
の
た

め
の
機
能
を
追
加
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
人
事
評
価
結
果
を
基
に
、
会
計
年

度
任
用
職
員
に
対
し
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
勤
勉
手

当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
つ

い
て
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
に
対
し
て
人

事
評
価
制
度
を
導
入

し
て
い
ま
せ
ん
の
で
評

価
結
果
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
た
が
っ
て
、
令

和
６
年
度
に
つ
い
て
は

勤
勉
手
当
の
支
給
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
児
支
援
給
付
事
業
及
び
障
が
い
者
総
合

支
援
給
付
事
業
に
お
け
る
、
不
正
請
求
及
び
過
誤

請
求
の
対
象
者
に
対
す
る
監
査
の
責
任
機
関
は
ど

こ
か
。

　
対
象
事
業
に
対
す
る
指
導
及
び
監
査
に
つ
い
て

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
権
者
が
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
障
が
い
児
支
援
給
付
事
業
に

つ
い
て
は
大
分
県
、
障
が
い
者
総
合
支
援
給
付
事
業

に
つ
い
て
は
大
分
県
と
大
分
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
は
給
付
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
対
し
帳
簿
書

類
等
を
検
査
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
堤
体
を
開
削
す
る
た
め
の
工
事
費
１
，
８
０
０
万

円
の
工
事
内
容
は
。

　
防
災
機
能
の
維
持
を
最
重
点
項
目
と
し
、
大
分
県

東
部
振
興
局
農
林
基
盤
部
及
び
農
政
課
、
地
元
の
た

め
池
管
理
者
、
代
表
者
等
を
含
め
て
協
議
を
行
い
、

堤
体
の
決
壊
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
よ
る
人
的
被
害
や

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
の
未
然
防
止
を
最
優
先
に
、

開
削
工
事
に
つ
い
て
合
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
今
回

開
削
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
来
年
３
月
議
会
上
程
で
は

な
く
、
12
月
補
正
に
し
た
理
由
は
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
人
員
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
、
高
齢

化
等
に
よ
る
移
動
の
負
担
増
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

数
の
減
少
等
で
、
経
営
状
況
が
厳
し
く
事
業
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
内

の
事
業
所
か
ら
支
援
に
つ
い
て
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
国
東
市
独
自
支
援
策
と
し
て
、
本
補
助
事

業
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
人
件
費
の
増
や

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
厳
し
い

こ
と
を
考
慮
し
、
令
和
６
年
４
月
に
遡
っ
て
支
援
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
健
康
課
に
医
学
生
奨
学
金
貸
付
事
業
が
あ
る

が
、
薬
剤
師
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
貸
与
・

回
収
業
務
を
国
東
市
民
病
院
が
行
う
の
か
。

　
医
学
生
奨
学
金
貸
付
事
業
は
、
市
内
の
全
医
療
機

関
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
薬
剤
師
修
学
資
金

に
つ
い
て
は
、
国
東
市
民
病
院
に
お
け
る
薬
剤
師
不

足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
東
市
民
病

院
が
事
業
主
体
と
な
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
の
で
、

資
金
の
貸
与
・
回
収
業
務
に
つ
い
て
は
市
民
病
院
が

行
い
ま
す
。

　
戸
籍
証
明
等
の
郵
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
終

了
に
つ
い
て
の
対
応
策
と
し
て
、
今
後
郵
便
局
で

の
郵
送
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
、
返
信
用
封
筒
や

手
数
料
と
し
て
の
小
為
替
は
郵
便
局
で
準
備
で
き

る
の
か
。

　
小
為
替
や
返
信
用
封
筒
、
ま
た
郵
送
に
よ
る
証
明

書
請
求
の
様
式
も
、
郵
便
局
に
備
え
付
け
て
も
ら
え

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
の
際
は
特

段
の
支
障
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
為
替
や
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
請

求
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

議議
案案
質質
疑疑

国東市の特産品
原木しいたけ

決壊した益ヶ原池
（安岐町明治）

訪問入浴介護サービスカー
（国東市社会福祉協議会）

国
東
市
民
病
院
薬
剤
師
修
学
資
金
の
貸
与

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

農
林
水
産
業
施
設
等
の
復
旧
支
援
事
業

に
つ
い
て

訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

確
保
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

人
事
評
価
制
度
見
直
し
支
援
業
務
委
託
料

に
つ
い
て

障
が
い
児
支
援
給
付
事
業
と
障
が
い
者

総
合
支
援
給
付
事
業
に
つ
い
て

台
風
10
号
に
よ
り
損
壊
し
た
た
め
池
の

開
削
工
事
に
つ
い
て

国
東
市
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ
る

郵
便
局
の
指
定
の
取
消
し
に
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い
て
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台
風
10
号
に
よ
り
被
災
し
た
、
し
い
た
け
生
産
施

設
の
復
旧
に
対
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
災
害
規
模
・
経
営
規
模
等
は
。

　
県
単
活
用
型
の
事
業
で
あ
り
、
災
害
復
旧
事
業
費

の
下
限
を
40
万
円
と
定
め
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
者

で
あ
る
し
い
た
け
生
産
者
に
対
し
、
大
分
県
が
３
分

の
１
、
国
東
市
が
３
分
の
１
の
負
担
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
規
模
に
つ
い
て
は
、
年
間
３
万
コ
マ

以
上
を
要
件
と
し
て
い
ま
す
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
、
今
年
度
中
の
勤

勉
手
当
の
支
給
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
来
年
度
だ

け
の
見
直
し
か
。

　
現
在
正
規
職
員
に
対
し
て
運
用
し
て
い
る
人
事
評

価
シ
ス
テ
ム
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
評
価
の
た

め
の
機
能
を
追
加
す
る
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
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ま
す
。
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６
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事
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結
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計
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度
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用
職
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に
対
し
て
、
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和
７
年
度
か
ら
勤
勉
手

当
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ま
す
。
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計
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い
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で
評

価
結
果
が
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ま
せ

ん
。
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が
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て
、
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和
６
年
度
に
つ
い
て
は

勤
勉
手
当
の
支
給
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
障
が
い
児
支
援
給
付
事
業
及
び
障
が
い
者
総
合

支
援
給
付
事
業
に
お
け
る
、
不
正
請
求
及
び
過
誤

請
求
の
対
象
者
に
対
す
る
監
査
の
責
任
機
関
は
ど

こ
か
。

　
対
象
事
業
に
対
す
る
指
導
及
び
監
査
に
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て

は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
権
者
が
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
障
が
い
児
支
援
給
付
事
業
に

つ
い
て
は
大
分
県
、
障
が
い
者
総
合
支
援
給
付
事
業

に
つ
い
て
は
大
分
県
と
大
分
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
市
町
村
は
給
付
費
の
支
給
に
関
し
て
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
事
業
者
に
対
し
帳
簿
書

類
等
を
検
査
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
堤
体
を
開
削
す
る
た
め
の
工
事
費
１
，
８
０
０
万

円
の
工
事
内
容
は
。

　
防
災
機
能
の
維
持
を
最
重
点
項
目
と
し
、
大
分
県

東
部
振
興
局
農
林
基
盤
部
及
び
農
政
課
、
地
元
の
た

め
池
管
理
者
、
代
表
者
等
を
含
め
て
協
議
を
行
い
、

堤
体
の
決
壊
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
よ
る
人
的
被
害
や

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
の
未
然
防
止
を
最
優
先
に
、

開
削
工
事
に
つ
い
て
合
意
を
得
た
こ
と
か
ら
、
今
回

開
削
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
新
規
事
業
と
し
て
、
来
年
３
月
議
会
上
程
で
は

な
く
、
12
月
補
正
に
し
た
理
由
は
。

　
ヘ
ル
パ
ー
の
人
員
確
保
が
難
し
い
こ
と
や
、
高
齢

化
等
に
よ
る
移
動
の
負
担
増
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

数
の
減
少
等
で
、
経
営
状
況
が
厳
し
く
事
業
の
維
持

が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
内

の
事
業
所
か
ら
支
援
に
つ
い
て
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
国
東
市
独
自
支
援
策
と
し
て
、
本
補
助
事

業
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
人
件
費
の
増
や

ガ
ソ
リ
ン
代
の
高
騰
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
厳
し
い

こ
と
を
考
慮
し
、
令
和
６
年
４
月
に
遡
っ
て
支
援
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
健
康
課
に
医
学
生
奨
学
金
貸
付
事
業
が
あ
る

が
、
薬
剤
師
修
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
貸
与
・

回
収
業
務
を
国
東
市
民
病
院
が
行
う
の
か
。

　
医
学
生
奨
学
金
貸
付
事
業
は
、
市
内
の
全
医
療
機

関
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
薬
剤
師
修
学
資
金

に
つ
い
て
は
、
国
東
市
民
病
院
に
お
け
る
薬
剤
師
不

足
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
東
市
民
病

院
が
事
業
主
体
と
な
り
事
業
を
推
進
し
ま
す
の
で
、

資
金
の
貸
与
・
回
収
業
務
に
つ
い
て
は
市
民
病
院
が

行
い
ま
す
。

　
戸
籍
証
明
等
の
郵
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
終

了
に
つ
い
て
の
対
応
策
と
し
て
、
今
後
郵
便
局
で

の
郵
送
に
よ
る
請
求
に
つ
い
て
、
返
信
用
封
筒
や

手
数
料
と
し
て
の
小
為
替
は
郵
便
局
で
準
備
で
き

る
の
か
。

　
小
為
替
や
返
信
用
封
筒
、
ま
た
郵
送
に
よ
る
証
明

書
請
求
の
様
式
も
、
郵
便
局
に
備
え
付
け
て
も
ら
え

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
請
求
の
際
は
特

段
の
支
障
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
小
為
替
や
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
は
、
請

求
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

議議
案案
質質
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国東市の特産品
原木しいたけ

決壊した益ヶ原池
（安岐町明治）
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（国東市社会福祉協議会）
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市
民
病
院
薬
剤
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修
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金
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与

に
関
す
る
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の
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定
に
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て
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水
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等
の
復
旧
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援
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に
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て
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問
介
護
・
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介
護
サ
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ス

確
保
支
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業
補
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金
に
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て
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価
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し
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児
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と
障
が
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合
支
援
給
付
事
業
に
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て

台
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損
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取
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一 般 質 問 議員（日本共産党）白石 德明

台風10号災害復旧費の
自己負担軽減を

映像配信
サイト

農家負担を軽減できるか、鋭意計算中です

一 般 質 問

学校体育館の暑さ対策については

どのような空調設備が適切か検討しています

松本 光生 議員（自由民主党）

映像配信
サイト

　

今
回
の
災
害
で
は
護
岸
が
壊
れ
農
地
に

土
砂
だ
け
で
な
く
護
岸
の
ブ
ロ
ッ
ク
や
大

き
な
石
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
こ
の
撤
去

費
用
は
農
家
の
負
担
に
さ
せ
ず
に
、
河
川

岸
の
復
旧
工
事
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

農
政
課
長

　

頭
首
工
、
井
堰
の
被
害
が
多
く
護
岸
復

旧
に
含
め
た
県
の
工
事
で
や
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。
県
と
市
で
や
る
事
業
の
仕
分

け
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
が
全
額
負
担
す
れ
ば
国
の
交
付

金
が
受
け
ら
れ
る
。
農
家
負
担
な
し
で
復

旧
で
き
る
の
で
は
な
い
か

財
政
課
長

　

特
別
交
付
税
で
補
助
災
害
復
旧
事
業
費
の

３
％
が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
見
積
も
る
こ
と

が
困
難
な
経
費
に
対
し
て
交
付
す
る
と
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
齢
性
難
聴
と
認
知
症
の
関
係
が
指
摘
さ

れ
る
な
か
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
を
実
施

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
大
分
県
内
で

は
未
実
施
だ
が
、
国
東
市
で
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

福
祉
課
長

　

全
国
市
長
会
で
は
、
国
に
対
し
高
齢
者
福

祉
施
策
の
充
実
に
関
す
る
提
言
で
積
極
的
な

措
置
を
求
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
国
や
県
、

他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

副
市
長

　

補
聴
器
を
有
効
に
使
用
す
る
た
め
に
は

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
必
要
で
す
。
介
護
保

険
事
業
で
ア
ン
ケ
ー
ト
や
実
態
調
査
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
が
確
立

で
き
れ
ば
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
水
の
水
源
２
箇
所
か
ら
国
の
暫
定
目

標
値
を
超
え
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が

検
出
さ
れ
た
が
、
市
民
へ
の
周
知
は
。

上
下
水
道
課
長

　

安
岐
北
部
配
水
池
系
の
水
道
水（
蛇
口
か

ら
出
る
水
）は
暫
定
目
標
値
を
下
回
っ
て
お

り
、
水
質
の
安
全
性
は
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
地
域
の
水
源
は
５
箇
所
あ
り
、
浄
水
場

に
全
て
の
水
が
集
め
ら
れ
浄
化
・
消
毒
さ
れ

て
給
水
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
２
箇
所
の
水
源

か
ら
の
取
水
は
停
止
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
・
対
応
を
掲

載
し
て
お
り
、
区
長
文
書
で
も
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
使
用
履
歴
な
ど
を
調
査
し
今

後
の
対
策
に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

環
境
衛
生
課
長

　

大
分
県
が
周
辺
環
境
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
周
辺
事
業
場
で
の
使
用
履
歴
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
の
協
力
の
下
、
実
施
し
て
い
る

と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

水田に流れ込んだ土石流

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

学校体育館の暑さ対策については

どのような空調設備が適切か検討しています

松本 光生 議員（自由民主党）

映像配信
サイト

　

猛
暑
だ
っ
た
今
夏
の
学
校
体
育
館
の
使

用
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

教
育
総
務
課
長

　

学
校
で
の
体
育
の
授
業
に
つ
い
て
は
６

月
か
ら
９
月
に
プ
ー
ル
の
授
業
が
行
わ
れ
、

２
学
期
は
主
に
運
動
会
の
練
習
を
屋
外
で

行
っ
て
い
ま
し
た
。
体
育
以
外
で
体
育
館

を
使
用
す
る
場
合
は
、
短
時
間
で
の
実
施
・

空
調
設
備
の
あ
る
教
室
を
使
用
、
暑
さ
指

数
を
確
認
し
て
体
育
館
使
用
を
控
え
る
な

ど
の
対
策
を
取
り
ま
し
た
。

　

改
修
し
て
い
る
体
育
館
の
熱
対
策
は
ど

の
よ
う
な
方
法
か
。

教
育
総
務
課
長

　

体
育
館
改
修
時
に
屋
根
に
断
熱
シ
ー
ト
、

外
壁
に
は
遮
熱
塗
料
、
建
具
は
気
密
性
の

あ
る
サ
ッ
シ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

暑
さ
対
策
と
し
て「
移
動
式
ま
た
は
固

定
式
ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー
カ
」を
使
用
す
る

の
は
ど
う
か
。

教
育
総
務
課
長

　

提
案
い
た
だ
い
た「
ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー

カ
」は
エ
ア
コ
ン
よ
り
も
電
気
代
が
抑
え

ら
れ
湿
度
を
下
げ
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
と
、

移
動
式
は
排
水
作
業
、
固
定
式
は
圧
迫
感

が
あ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
空
調
設
備
が
良
い
の
か
を

情
報
収
集
し
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
協
定
締
結
の
実
績
は
。

政
策
企
画
課
長

　

協
定
書
の
種
類
に
つ
い
て
は
、「
協
定
書
」

「
連
携
協
定
書
」「
包
括
連
携
協
定
書
」の
３

種
類
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
国
東
市
が
締
結

し
て
い
る
の
は
、
連
携
協
定
と
包
括
連
携
協

定
あ
わ
せ
て
21
件
あ
り
、
締
結
先
は
企
業
団

体
14
件
、
官
公
庁
３
件
、
大
学
な
ど
の
教
育

機
関
が
４
件
で
す
。

　

協
定
に
至
る
ま
で
の
流
れ
は
。

政
策
企
画
課
長

　

協
定
締
結
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
民

間
企
業
等
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
事
業
分
野

ご
と
の
説
明
を
受
け
、
提
案
内
容
の
必
要
性

や
具
体
性
と
現
実
性
、
継
続
性
な
ど
を
協
議

し
て
い
ま
す
。
国
東
市
の
課
題
解
決
に
向
け

て
有
益
で
あ
る
か
を
総
合
的
に
判
断
し
て
協

定
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
民
間
企
業
等
と
対
等
な
関
係
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
観
光

分
野
、
市
民
の
健
康
増
進
分
野
、
防
災
分
野

な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　

災
害
時
に
助
け
と
な
る
協
定
の
必
要
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

危
機
管
理
室
長

　

災
害
時
に
お
け
る
生
活
必
需
物
資
や
災
害

復
旧
関
連
に
つ
い
て
は
、
23
団
体
と
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。
大
手
コ
ン
ビ
ニ
各
社
と

の
協
定
に
関
し
て
は
、
大
分
県
が
協
定
を
締

結
し
て
お
り
、
災
害
時
な
ど
は
県
と
連
絡
を

取
っ
て
対
応
し
ま
す
。

スポットバズーカの視察

国
東
市
と
企
業
と
の
協
定
に
つ
い
て
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一 般 質 問

農業災害復旧支援の受益者負担は

農業施設、農地ともに受益者負担は1％以内です

議員（新世会）野田 忠治

映像配信
サイト

一 般 質 問 萱島 祥彦 議員（市民クラブ）

松くい虫被害に対しての現状認識は映像配信
サイト

今年は例年に比べ、市内全域で松枯れ被害が
拡大していると認識しています

　

現
在
の
災
害
状
況
と
、
今
後
の
予
測
、

激
甚
災
害
指
定
の
状
況
は
。

危
機
管
理
室
長

　

農
林
水
産
関
係
９
７
９
箇
所
約
15
億
１
，

５
０
０
万
円
、
内
農
地
・
農
業
用
施
設
の

被
害
額
が
12
億
９
，２
０
０
万
円
、
土
木
建

築
関
係
は
１
９
３
箇
所
、約
72
億
６
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
激
甚
災
害
指
定
は
、

10
月
30
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
、
災
害
復

旧
費
の
補
助
特
例
等
に
つ
い
て
も
各
課
で

対
処
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
災
害
に
つ
い
て
、
地
主
、
受
益
者

の
負
担
を
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

市
長

　

こ
れ
ま
で
国
の
災
害
復
旧
事
業
に
対
す
る

受
益
者
負
担
率
は
、
条
例
規
則
に
よ
り
農
業

用
施
設
５
％
以
内
、
農
地
は
10
％
以
内
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
激
甚

災
害
に
指
定
さ
れ
た
際
に
は
、
農
業
用
施
設

と
農
地
の
い
ず
れ
も
１
％
以
内
の
受
益
者
負

担
率
に
収
ま
る
よ
う
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
40
万
円
以
下
の
小
災
害
に
つ
い
て

も
従
来
の
補
助
金
と
は
別
に（
仮
称
）小
規
模

災
害
補
助
事
業
を
創
設
し
、
で
き
る
だ
け
受

益
者
負
担
を
少
な
く
す
る
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。

　

災
害
の
状
況
、
情
報
は
市
民
に
と
っ
て
常

に
知
り
得
た
い
事
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実
に
つ
い
て
考
え
は
。

政
策
企
画
課
長

　

台
風
10
号
の
災
害
に
お
け
る
情
報
提
供

は
、
見
出
し
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
、
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
内
に
重
要
な
お
知
ら
せ
と
し
て
表
示

し
て
い
ま
す
が
、各
課
と
も
協
力
し
な
が
ら
、

き
め
の
細
か
い
、
分
か
り
や
す
い
情
報
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
の

進
む
中
で
、
自
治
体
に
と
っ
て
不
可
欠
な
取

組
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
の

か
。

政
策
企
画
課
長

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
業
務
効
率
化
を
図
り
、
人
的
資
源

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
向
上
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
で
地
域
課
題
の
解
決
に
繋
げ

る
取
組
の
考
え
は
。

市
長

　

地
域
課
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
実
情
を
知
る
現
場
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま

す
。

※
Ｄ
Ｘ
と
は
・
・
・

　
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」の
略
で
、
直
訳
す
る
と「
デ
ジ
タ
ル
変

革
」。「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
社
会
に
浸
透
さ
せ

て
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
変
革
す

る
」と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

台風10号により農地へ甚大な被害が発生

Ｄ
Ｘ
の
取
組
と
人
材
確
保
に
つ
い
て
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一 般 質 問 萱島 祥彦 議員（市民クラブ）

松くい虫被害に対しての現状認識は映像配信
サイト

今年は例年に比べ、市内全域で松枯れ被害が
拡大していると認識しています

　

被
害
木
の
伐
倒
駆
除
の
実
施
時
期
と
実

施
範
囲
は
。

林
業
水
産
課
長

　

伐
倒
駆
除
は
１
月
か
ら
３
月
を
予
定
し

て
い
ま
す
。ま
た
、実
施
範
囲
に
つ
い
て
は
、

知
事
命
令
に
よ
り
実
施
す
る
特
別
伐
倒
駆

除
は
①
権
現
神
社
②
島
田
③
向
田
浜
の
上

④
田
深
⑤
小
原
⑥
黒
津
⑦
下
治
郎
丸
⑧
綱

井
⑨
重
藤
⑩
糸
原
下
⑪
糸
原
上
⑫
古
市
下

⑬
内
田
⑭
池
ノ
内
の
14
箇
所
で
す
。

　

な
お
、
特
別
伐
倒
駆
除
地
域
以
外
で
市

が
予
定
し
て
い
る
箇
所
は
①
伊
美
別
宮
社

②
向
田
中
の
迫
③
来
浦
海
水
浴
場
④
奈
良

原
⑤
深
江
⑥
東
堅
来
⑦
古
市
⑧
糸
原
港
の

８
箇
所
で
す
。
今
年
度
は
被
害
が
深
刻
で

あ
る
こ
と
か
ら
今
12
月
議
会
に
伐
倒
駆
除

の
追
加
費
用
と
し
て
５
０
６
万
４
千
円
の

補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
財
産
で
あ
る
海
岸
線
の
松
林
を
、

次
世
代
に
向
け
て
ど
う
し
て
い
く
の
か
、

市
の
考
え
は
。

市
長

　

国
道
２
１
３
号
線
沿
い
の
海
岸
線
は
、

日
本
風
景
街
道
に
も
登
録
さ
れ
、
美
し
い

景
観
と
し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
、
公
益
的

機
能
と
し
て
も
、
防
風
、
防
砂
、
防
潮
、

水
資
源
の
涵
養
な
ど
、
住
民
の
生
活
に
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
、

ま
た
松
く
い
虫
防
除
協
会
と
し
て
も
、
引
き

続
き
地
域
住
民
の
防
除
意
識
の
高
揚
を
図

り
、
生
活
環
境
に
も
配
慮
し
て
、
現
存
す
る

貴
重
な
松
を
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

12
月
２
日
か
ら
、
健
康
保
険
証
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
基
本
と
す
る
仕
組
み
に
移
行
し
た

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

市
民
健
康
課
長

　

今
後
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所
有

の
有
無
に
よ
り
大
き
く
３
通
り
の
対
応
が
始

ま
り
ま
す
。
ま
ず
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
利
用
登
録
し
て
い
る
場
合
は
、
そ

の
ま
ま
マ
イ
ナ
保
険
証
と
し
て
使
用
で
き
ま

す
。
次
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な

い
人
は
、
今
の
健
康
保
険
証
を
有
効
期
限
ま

で
は
使
え
、
そ
の
後
は
現
行
の
保
険
証
と
同

様
の
機
能
を
有
す
る「
資
格
確
認
書
」が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
保
険
証
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人

と
同
様
の
取
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
使
用
期
限

と
、こ
れ
か
ら
被
保
険
者
が
す
べ
き
こ
と
は
。

市
民
健
康
課
長

　

令
和
６
年
12
月
１
日
の
時
点
で
有
効
な
健

康
保
険
証
は
、
翌
日
以
降
、
最
長
１
年
間
使

用
可
能
で
す
。
た
だ
し
国
民
健
康
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
最
長
で
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の
登
録
が
、
期
限

ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
保
険
証

に
代
え
て「
資
格
確
認
書
」が
交
付
さ
れ
ま

す
。

昨年度の伐倒駆除の様子
（提供：国東森林組合）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
に
対
す
る
市

の
対
応
策
は
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一 般 質 問 吉田 眞津子 議員（市民改革クラブ）

職場における
カスハラ対策の現状と課題は

映像配信
サイト

全職員にアンケート調査を実施し、
年度内にマニュアルを策定します

一 般 質 問 丸小野 宣康 議員（新風会）

映像配信
サイト

頭首工の構造調査と同時に行いたいと思います

市内各河川の河道断面積の調査を

　

最
近
、
マ
ス
コ
ミ
等
で
カ
ス
タ
マ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
こ
と
が
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
国
東
市
の
現
状
は
。

総
務
課
長

　

職
員
の
個
人
情
報
を
詮
索
し
た
り
、
一

方
的
に
長
電
話
を
強
い
る
、
大
声
で
窓
口

で
怒
鳴
る
な
ど
以
前
か
ら
確
認
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
最
近
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

今
後
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
。

総
務
課
長

　

こ
の
12
月
に
全
職
員
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
年
度
内
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
周
知
す
る
方
向
で
す
。

　

市
内
企
業
の
カ
ス
ハ
ラ
対
策
は
。

観
光
・
地
域
産
業
創
造
課
長

　

金
融
機
関
で
は
概
ね
対
応
方
針
を
策
定

し
、
店
舗
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
来
店
客

に
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
の
企
業
は
、
対
応
方
針
を
検
討
し
て
い

る
企
業
も
あ
り
ま
す
が
、
大
半
の
企
業
が
取

組
を
行
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

県
内
で
窓
口
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を
設

置
し
た
市
町
村
も
あ
る
。
設
置
し
て
は
。

福
祉
課
長

　

市
で
は
、
簡
易
集
音
器（
助
聴
器
）を
窓
口

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
を
導
入
し
て
い
る
市
も
あ
る
の
で
、

利
用
状
況
や
課
題
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
研

究
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
に
お
け
る
実
態
調
査
結
果
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
概
要
は
。

子
育
て
支
援
課
長

　

大
分
県
は
、
県
内
全
市
町
村
の
学
校
と
連

携
し
、
小
学
５
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で

を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

回
答
者
の
約
２
・
７
％
が
家
族
の
世
話
を

し
て
い
る
こ
と
で
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る

（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
疑
い
）と
い
う
結
果
で
し

た
。

　

今
後
の
対
策
は
。

教
育
長

　

実
態
把
握
の
た
め
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
面
談
を
行
い
、
早
期
発
見
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
把
握
し
た
情

報
を
適
切
に
関
係
機
関
と
共
有
す
る
こ
と
も

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
特
徴
や
支

援
の
必
要
性
、
具
体
的
な
対
応
方
法
な
ど
が

学
べ
る
よ
う
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
中
心

に
校
内
で
の
研
修
を
行
う
こ
と
も
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

市役所に設置している助聴器

市
役
所
に
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
を

設
置
し
て
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
の
推
進
を
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一 般 質 問 丸小野 宣康 議員（新風会）

映像配信
サイト

頭首工の構造調査と同時に行いたいと思います

市内各河川の河道断面積の調査を

　

今
回
の
河
川
関
連
の
災
害
の
ほ
と
ん
ど

が
頭
首
工
付
近
と
堆
積
土
石
の
あ
る
所
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
井
堰
の
維
持
管
理
者

の
把
握
は
出
来
て
い
る
の
か
。

農
政
課
長

　

今
回
の
災
害
を
機
に
、
台
帳
整
備
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

頭
首
工
の
構
造
並
び
に
市
内
各
河
川
の

河
道
断
面
積
の
調
査
は
出
来
て
い
る
の
か
。

農
政
課
長

　

頭
首
工
の
構
造
調
査
や
河
道
断
面
積
の

調
査
を
同
時
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

構
造
上
危
険
な
頭
首
工
を
改
修
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

農
政
課
長

　

可
能
な
限
り
改
修
に
あ
た
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

河
川
堆
積
土
石
の
除
去
を
し
て
ほ
し
い
。

建
設
課
長

　

順
次
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
河
川
に
つ
い
て
は
大
分
県
に
伝
え
ま
す
。

　

災
害
復
旧
支
援
要
望
が
区
長
会
よ
り
提

出
さ
れ
た
。
地
元
負
担
金
軽
減
の
請
願
に

つ
い
て
、
市
長
は
要
望
に
応
え
る
べ
く
新

た
な
支
援
策
を
考
え
て
い
る
と
聞
い
た
。
財

政
調
整
基
金
を
使
い
、
地
元
負
担
金
無
し
で

対
応
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長

　

区
長
会
か
ら
要
望
が
出
た
受
益
者
負
担
率

は
１
％
以
内
、
そ
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
に
な
る

か
は
、
激
甚
災
害
の
補
助
率
、
財
政
調
整
基

金
も
含
め
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
駆
除
報
奨
金
が
市
に
よ
っ
て

金
額
が
違
う
。
年
間
を
通
し
て
県
下
同
額
の

１
万
円
に
な
ら
な
い
か
。

市
長

　

市
長
会
を
通
じ
て
、
県
補
助
金
の
拡
充
に

つ
い
て
強
く
要
請
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

黒
津
崎
公
園
整
備
計
画
の
変
更
理
由
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

台
風
10
号
の
大
規
模
被
災
の
復
興
を
最
優

先
す
る
事
を
理
由
に
、
事
業
計
画
を
見
直
し

事
業
費
を
抑
制
す
る
た
め
、
管
理
棟
は
作
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
の
公
園
を
道
の
駅
と
連
携
し

て
整
備
し
、
夢
咲
茶
屋
に
隣
接
す
る
第
２
駐

車
場
奥
の
市
有
地
に
遊
具
を
設
置
す
る
計
画

と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
保
護
者
か
ら
、
く
に
み
海
浜
公
園
に

遊
具
の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
。
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
。

社
会
教
育
課
長

　

各
課
が
所
管
す
る
公
園
と
も
連
携
協
議
を

図
り
な
が
ら
研
究
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

　

国
見
地
区
の
子
育
て
世
代
の
方
に
と
っ

て
、
遊
具
の
あ
る
公
園
は
必
要
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
規
模
や
設
置
場
所
等
は
今
お
答
え

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て

堆積土石で河道断面積が小さくなり、
越水して決壊寸前になった箇所

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て
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一 般 質 問

黒津崎公園の整備については

黒津崎公園は、最終的には道の駅
第2駐車場の奥に設置予定です

議員（新世会）宮園 正敏

映像配信
サイト

一 般 質 問 瀧口 由美子 議員（市民改革クラブ）

人口減少対策として
航空運賃の補助は考えられないか

映像配信
サイト

航空運賃の補助は考えていませんが、地の利を生かした大分空港
の活用方法について今後関係各課と研究していきたいと考えます

　

田
深
川
河
畔
公
園
事
業
を
中
断
し
て
ま

で
、
公
園
の
設
置
場
所
を
黒
津
崎
に
何
故

変
更
し
た
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

市
民
、
特
に
子
育
て
世
代
の
要
望
・
ニ
ー

ズ
が
大
型
遊
具
の
設
置
で
あ
っ
た
こ
と
、

道
の
駅
と
連
携
し
て
経
済
的
な
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る
黒
津
崎
の
市
有
地
に
整
備

す
る
こ
と
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

当
初
の
黒
津
崎
公
園
の
広
さ
、
内
容
、

事
業
の
予
算
額
は
い
く
ら
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

公
園
の
広
さ
は
約
４
ha
、
内
容
は
大
型

遊
具
の
ほ
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
な
ど
の
整
備
で
、
そ
の
時
の

概
算
で
は
16
億
円
で
し
た
。

　

田
深
川
河
畔
公
園
は
、
今
後
ど
う
な
る

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

黒
津
崎
に
公
園
整
備
を
進
め
て
い
る
た

め
、
着
手
が
困
難
な
状
態
で
あ
る
の
で
、

計
画
は
中
止
と
判
断
し
、
す
で
に
地
権
者

等
関
係
者
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

 

当
初
の
黒
津
崎
公
園
は
、
事
業
費
が
大
き

い
こ
と
、
台
風
10
号
の
被
災
に
よ
る
復
興
を

最
優
先
に
す
る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
を
お

こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

現
在
計
画
し
て
い
る
公
園
の
広
さ
は
０
・

６
ha
で
、
土
地
の
造
成
と
大
型
遊
具
の
設
置

等
で
３
億
８
千
万
円
の
予
算
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

大
型
遊
具
等
に
係
る
事
故
は
市
の
責
任

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

一
般
論
と
し
て
、
遊
具
点
検
の
義
務
を

怠
っ
て
い
る
場
合
や
遊
具
が
腐
食
す
る
等
、

安
全
性
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
管
理
者

の
過
失
責
任
が
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

き
れ
い
な
ト
イ
レ
は
設
置
し
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

小
さ
い
お
子
さ
ん
が
利
用
す
る
公
園
に
、

ト
イ
レ
や
暑
さ
を
し
の
ぐ
日
陰
ス
ペ
ー
ス
等

は
必
要
と
考
え
、
新
設
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

黒
津
崎
公
園
を
設
置
し
て
、
今
後
市
政
に

ど
う
生
か
す
の
か
。

市
長

　

国
東
市
の
喫
緊
の
課
題
は
、
消
滅
可
能
性

自
治
体
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の
少
子
化
対

策
、
人
口
減
少
対
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

遊
具
が
あ
る
公
園
は
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
方
が
楽
し
く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
、
少
子
化
対
策
や
人
口
減
少
対
策
の
一

環
と
し
て
効
果
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら
、
公

園
整
備
の
計
画
を
立
て
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。

黒津崎公園の予定地
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一 般 質 問 瀧口 由美子 議員（市民改革クラブ）

人口減少対策として
航空運賃の補助は考えられないか

映像配信
サイト

航空運賃の補助は考えていませんが、地の利を生かした大分空港
の活用方法について今後関係各課と研究していきたいと考えます

　

１
年
間
の
利
用
状
況
は
。

観
光
・
地
域
産
業
創
造
課
長

　

令
和
５
年
11
月
か
ら
６
年
10
月
ま
で
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
利
用
は
10
団
体

２
６
１
回
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

は
個
人
の
利
用
は
26
人
１
５
５
回
、
会

合
・
サ
ー
ク
ル
等
は
49
団
体
１
７
１
回
１
，

６
６
２
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
用
途
を
再

検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

観
光
・
地
域
産
業
創
造
課
長

　

こ
れ
は
用
途
や
目
的
を
定
め
た
う
え
で

国
の
交
付
金
を
頂
い
て
建
設
し
た
施
設
で
用

途
を
変
更
す
る
こ
と
は
厳
し
い
で
す
が
、
指

定
管
理
者
と
一
緒
に
き
と
わ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

施
設
の
許
容
す
る
用
途
の
範
囲
で
工
夫
し
な

が
ら
利
用
者
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
心
に
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

を
芽
生
え
さ
せ
る
教
育
を
学
校
現
場
で
も
で

き
な
い
か
。

学
校
教
育
課
長

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
地
域
の
人
を
学
校
へ

招
き
学
ぶ
機
会
を
設
け
た
り
、
職
業
体
験
と

し
て
地
域
で
の
仕
事
や
生
活
を
体
験
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
う
え
で
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と

も
併
せ
て
考
え
て
い
く
教
育
活
動
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ
と
国
東
へ
の
思
い

を
土
台
と
し
て
、
将
来
へ
の
夢
や
希
望
を
持

ち
実
現
し
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

令
和
６
年
度
環
境
土
木
科
の
全
学
年
の
生

徒
数
を
市
内
・
市
外
別
に
。

政
策
企
画
課
長

　

１
年
生
市
内
11
人
市
外
８
人
、
２
年
生
市

内
10
人
市
外
13
人
、
３
年
生
市
内
15
人
市
外

４
人
で
す
。

　

今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

政
策
企
画
課
長

　

環
境
土
木
科
で
は
令
和
４
・
５
年
度
の
就

職
内
定
率
１
０
０
％
で
、
そ
れ
ぞ
れ
３
人
の

地
元
企
業
へ
の
就
職
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

大
分
県
建
設
業
協
会
国
東
支
部
か
ら
は
、
環

境
土
木
科
の
生
徒
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
応
援
宣

言
を
行
っ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
の
交
付
金
に
よ
る
本
事
業
は
今
年

度
で
終
了
し
ま
す
が
、
生
徒
や
学
校
か
ら
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
企
業
の
方
々
か
ら
の
ご

意
見
を
参
考
に
、
次
年
度
以
降
の
事
業
計
画

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
た
取
組
を
推
進
し
、
人
口
減
少
対

策
や
労
働
力
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

鶴川商店街周辺観光・交流拠点施設
「きとわ」

鶴
川
商
店
街
周
辺
観
光
・
交
流
拠

点
施
設「
き
と
わ
」に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
育
む

「
ふ
る
さ
と
学
」に
つ
い
て

産
学
官
連
携
「
実
育
・
実
現
場
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　本委員会に付託された議案は、国東市災害被害者に対する市税減免等に関する条例の一部改正

が1件で、原案どおり可決すべきものと決定しました。分科会では令和6年度一般会計補正予算（総

務、財政、危機管理室）を審議しました。

　また、本委員会は、10月18日に国東市消防団と意見交換会を行いました。日頃の活動と合わ

せて、台風災害時の活動で苦労された点や要望等、貴重なご意見をいただくことができました。

　11月11日、12日の2日間にかけて、京都府福知山市、
兵庫県養父市において視察研修を実施いたしました。
　まず、11日の京都府福知山市では、公民連携事業（廃
校活用の推進）について説明を受けました。児童数の減
少に伴う学校再編は国東市でも同じ状況であり、16校
が廃校となった福知山市では、令和2年から民間ニー
ズを尊重して、賃貸・売却を含めた公募を行い、現在
までに10校で学校用途以外の活用事業が行われていま
す。地域の真ん中にある廃校施設を、キャンプ施設や、
いちごハウス、菓子工房や配送センターなどに活用す
ることで、再び地域に賑わいを取り戻していました。
　また、12日の兵庫県養父市では、2つの公共交通事
業の視察研修を行いました。初めに「養父市タクシー等
利用料助成事業」の説明を受けました。当初は障がい者
等移送サービス利用助成制度として、75歳以上や障が
い者手帳を持たれている方に、タクシー代の半額助成
を行っていましたが、運用していく中で、対象者に70
歳以上の免許返納者、要介護認定者等を追加し、市内
移動の制限をなくすことで、高齢者等の外出が増えて
いる状況でした。
　次に自家用有償旅客等運送事業（通称「やぶくる」）の
取組について説明を受けました。
　4町合併により、周辺部の交通課題が増していく中、
平成29年に国家戦略特区の道路運送法の特例を活用し
て取組を始めています。NPO法人「養父市マイカー運
送ネットワーク」が事業主体として運行を開始し、2社
のタクシー会社が利用受付やドライバーの安全確認を
行っています。料金はタクシーの半額程度で利用者は
400人ほどです。今年4月からの運行エリア拡大によ
り利用者も増えており、地域の交通手段として大いに
期待されている状況です。
　今回の視察では、国東市も同じような課題を抱えて
おり、今後の国東市を考えるうえで大変参考となりま
した。

総務常任委員会・予算決算分科会

行政視察

公民連携事業（廃校活用の推進）の研修
【京都府福知山市】

福知山市議会の議場

有償観光旅客等運送サービス
「やぶくる」の研修【兵庫県養父市】

　本委員会に付託された議案3件及び発議1件については、12月13日に文教厚生常任委員会を開

催し、関係課長、発議提出議員の出席を求め慎重に審査いたしました。また、分科会では3件の

予算案件を審議しました。

　議案第75号「国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて」は反対討論が

あり、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しました。その他の議案2件、発議1件につい

ては、採決にあたり討論はなく、全員異議なく原案どおり可決すべきものと決定しました。

　本委員会は、10月31日、11月5日・6日の3日間
の日程で、市立の幼稚園、小中学校の学校訪問を教育
委員と合同で実施しました。
　各学校の施設、園児・児童・生徒の授業風景などを
視察しました。また、学校教育目標達成のための計画
について学校長より説明があり、特色ある学校づくり
を進めている現場の様子を拝見することができました。
今後も地域の実情や教育現場の状況把握に努め、教育
行政の積極的な取組に繋げていきたいと考えています。

文教厚生常任委員会・予算決算分科会

学校訪問

　10月8日から10日にかけて、大阪府島本町、兵庫
県相生市を行政視察しました。
　島本町では、体育館の暑さ対
策のために、各小中学校にス
ポットバズーカを取り入れ、授
業や部活動における児童や生徒
の健康を守る対策をとっていま
した。また、避難所として利用
した際の、避難者の生活環境を
確保することにも利用できるも
のとしています。これらの設置
により、一般開放として利用さ
れる地域の皆さまからお褒めの
言葉をいただいたということでした。
　相生市では、「子育て応援施策11の鍵」について説明
をしていただきました。給食費の無償化については全
額一般財源対応のため、負担は大きいものの市長の強
い思いでスタートしたそうです。また、地産地消の拡
大のため、相生市の農業生産物を給食に推奨し、給食
全体の3割に使用されているということです。放課後
の居場所づくりでは、地域住民のボランティアが協力
して、学習ではなく、運動場や空き部屋、体育館等を
利用して、遊びの補助や見守り、昔遊びを教えている
そうです。

行政視察

【文教厚生常任委員会の閉会中の調査】

教育委員と合同の学校訪問
【国東小学校の授業風景】

スポットバズーカの説明
【大阪府島本町】

スポットバズーカ

子育て支援の説明
【兵庫県相生市】

や  ぶ
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　本委員会に付託された議案は、国東市災害被害者に対する市税減免等に関する条例の一部改正

が1件で、原案どおり可決すべきものと決定しました。分科会では令和6年度一般会計補正予算（総

務、財政、危機管理室）を審議しました。

　また、本委員会は、10月18日に国東市消防団と意見交換会を行いました。日頃の活動と合わ

せて、台風災害時の活動で苦労された点や要望等、貴重なご意見をいただくことができました。

　11月11日、12日の2日間にかけて、京都府福知山市、
兵庫県養父市において視察研修を実施いたしました。
　まず、11日の京都府福知山市では、公民連携事業（廃
校活用の推進）について説明を受けました。児童数の減
少に伴う学校再編は国東市でも同じ状況であり、16校
が廃校となった福知山市では、令和2年から民間ニー
ズを尊重して、賃貸・売却を含めた公募を行い、現在
までに10校で学校用途以外の活用事業が行われていま
す。地域の真ん中にある廃校施設を、キャンプ施設や、
いちごハウス、菓子工房や配送センターなどに活用す
ることで、再び地域に賑わいを取り戻していました。
　また、12日の兵庫県養父市では、2つの公共交通事
業の視察研修を行いました。初めに「養父市タクシー等
利用料助成事業」の説明を受けました。当初は障がい者
等移送サービス利用助成制度として、75歳以上や障が
い者手帳を持たれている方に、タクシー代の半額助成
を行っていましたが、運用していく中で、対象者に70
歳以上の免許返納者、要介護認定者等を追加し、市内
移動の制限をなくすことで、高齢者等の外出が増えて
いる状況でした。
　次に自家用有償旅客等運送事業（通称「やぶくる」）の
取組について説明を受けました。
　4町合併により、周辺部の交通課題が増していく中、
平成29年に国家戦略特区の道路運送法の特例を活用し
て取組を始めています。NPO法人「養父市マイカー運
送ネットワーク」が事業主体として運行を開始し、2社
のタクシー会社が利用受付やドライバーの安全確認を
行っています。料金はタクシーの半額程度で利用者は
400人ほどです。今年4月からの運行エリア拡大によ
り利用者も増えており、地域の交通手段として大いに
期待されている状況です。
　今回の視察では、国東市も同じような課題を抱えて
おり、今後の国東市を考えるうえで大変参考となりま
した。

総務常任委員会・予算決算分科会

行政視察

公民連携事業（廃校活用の推進）の研修
【京都府福知山市】

福知山市議会の議場

有償観光旅客等運送サービス
「やぶくる」の研修【兵庫県養父市】

　本委員会に付託された議案3件及び発議1件については、12月13日に文教厚生常任委員会を開

催し、関係課長、発議提出議員の出席を求め慎重に審査いたしました。また、分科会では3件の

予算案件を審議しました。

　議案第75号「国東市の特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定の取消しについて」は反対討論が

あり、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しました。その他の議案2件、発議1件につい

ては、採決にあたり討論はなく、全員異議なく原案どおり可決すべきものと決定しました。

　本委員会は、10月31日、11月5日・6日の3日間
の日程で、市立の幼稚園、小中学校の学校訪問を教育
委員と合同で実施しました。
　各学校の施設、園児・児童・生徒の授業風景などを
視察しました。また、学校教育目標達成のための計画
について学校長より説明があり、特色ある学校づくり
を進めている現場の様子を拝見することができました。
今後も地域の実情や教育現場の状況把握に努め、教育
行政の積極的な取組に繋げていきたいと考えています。

文教厚生常任委員会・予算決算分科会

学校訪問

　10月8日から10日にかけて、大阪府島本町、兵庫
県相生市を行政視察しました。
　島本町では、体育館の暑さ対
策のために、各小中学校にス
ポットバズーカを取り入れ、授
業や部活動における児童や生徒
の健康を守る対策をとっていま
した。また、避難所として利用
した際の、避難者の生活環境を
確保することにも利用できるも
のとしています。これらの設置
により、一般開放として利用さ
れる地域の皆さまからお褒めの
言葉をいただいたということでした。
　相生市では、「子育て応援施策11の鍵」について説明
をしていただきました。給食費の無償化については全
額一般財源対応のため、負担は大きいものの市長の強
い思いでスタートしたそうです。また、地産地消の拡
大のため、相生市の農業生産物を給食に推奨し、給食
全体の3割に使用されているということです。放課後
の居場所づくりでは、地域住民のボランティアが協力
して、学習ではなく、運動場や空き部屋、体育館等を
利用して、遊びの補助や見守り、昔遊びを教えている
そうです。

行政視察

【文教厚生常任委員会の閉会中の調査】

教育委員と合同の学校訪問
【国東小学校の授業風景】

スポットバズーカの説明
【大阪府島本町】

スポットバズーカ

子育て支援の説明
【兵庫県相生市】

や  ぶ
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　本定例会におきまして、当委員会に付託されました請願2件、議案5件の計7件について、12
月16日に委員会を開催し、関係課長・関係職員及び請願紹介議員、請願提出者の出席説明を求め、
審査いたしました。
　議案5件については、全員異議なく原案どおり可決すべきものと決しました。また、請願第3号
及び請願第4号の「台風10号による復旧工事費に関する請願書」については、災害復旧に係る地元
負担の軽減を望むものであり、今後の国東市の農業への影響を考えると請願の願意には十分賛同
できるものです。
　しかし、提出された請願の内容では災害復旧にあた
り国庫補助に該当するしないにより、受益者負担に不
公平な状況が発生することが想定されることや、本請
願は激甚災害指定前に作成した請願であり、激甚災害
に指定された以上、更なる受益者負担の減額を請願者
が望んでいることを確認することができました。以上
のことから、本請願については趣旨採択としたうえで、
委員会としては、請願者の願意を汲み「可能な限り個別
の案件に即し、最大限の負担軽減となるよう支援をお
願いする」との意見を付し、執行部に本請願を送付する
こととしました。

産業建設常任委員会・予算決算分科会

　本委員会は、11月5日から7日にかけて、長野県川
上村の「農業政策について」、長野県原村の「移住定住U
ターン政策について」、長野県富士見町の「移住定住に
おけるコワーキングスペース施設の役割について」の視
察研修を実施いたしました。
　長野県川上村では、「日本一のレタス産地」に至るま
での経緯と現状、農家に対する支援策について研修を
しました。働き手として毎年1,000人以上の外国人材
を受け入れていますが、実習生から実習先として選ん
でもらえるように、農家それぞれが様々な努力をして
いるとの説明を受けました。また、ここ数年人口が微
増している長野県原村では、昭和40年頃から住宅地の
分譲を開始するなど、長い間継続的に移住政策の取組
を続けていること、田舎暮らしを体験できる移住体験
住宅の貸し出し、移住へのハードルを下げる田舎暮ら
し案内人などの施策について説明を受けました。原村
を含む、諏訪地域6市町村では、諏訪圏移住交流推進
事業連絡会を中心に諏訪地域全体で、移住定住促進に
取り組むなど、移住者の目線で取組を行っていること
が印象に残りました。長野県富士見町では、コワーキ
ングスペースを運営する「森のオフィス」の施設見学と
立ち上げから現在までの経緯、移住定住におけるコワー
キングスペース施設の役割について研修をしました。

行政視察

農業政策の研修
【長野県川上村】

移住定住Uターン政策の研修
【長野県原村】

森のオフィスの施設見学
【長野県富士見町】

総務常任委員会と国東市消防団との
意見交換の様子

文教厚生常任委員会と保護者との
意見交換の様子

産業建設常任委員会と農林水産業関係団体や
商工会との意見交換の様子

　新型コロナウイルス感染拡大をうけて、令和2年度以降開催していなかった議会報告会を、今
年度は意見交換会という形で常任委員会ごとに開催しました。

各常任委員会が意見交換会を開催

意見交換会を通して、市民の皆さまの声を聴くことができました

　10月18日（金）18時30分より総務常任委員会が国
東市消防本部会議室で国東市消防団の皆さんと意見交
換会を行いました。団長以下、各方面隊長、分団長、
副分団長合わせて14人が参加してくださいました。消
防団の安全装備の充実等の要望が出されました。

安全装備の充実を

　11月8日（金）18時30分より文教厚生常任委員会が
国東市役所委員会室で市内小中学校、義務教育学校、
子ども園、幼稚園の保護者の皆さんを対象に行いまし
た。35人もの方々が出席してくださり、時間が足りな
いほど意見が出されました。通学路の環境整備や入学
祝金の拡大、スクールソーシャルワーカーの増員等の
要望がありました。

教育環境の整備や入学祝金の拡大を

　11月21日（木）18時30分より産業建設常任委員会
が国東市役所委員会室で市内の農・林・水産業関係団
体や国東市商工会の皆さん合わせて13人の方々と意見
を交換しました。たくさんの要望が出されましたが、
中でも人手不足・担い手不足の問題が多く、市に対し
て何とかしてほしいといった切実な声が聴かれました。

人手不足・担い手不足の解消を

　11月26日開会の第4回定例会中に行われた各常任
委員会での確認を経て意見交換会で出された質疑・要
望を文書に取りまとめ、閉会日の本会議終了後に、議
長、各常任委員会委員長、意見交換会所管の広報特別
委員長が松井督治市長に提出しました。市長をはじめ
執行部の皆さんには市民の声に真摯に耳を傾け、誠意
ある対応をお願いするとともに、議会としても出され
た要望等については今後調査・研究を重ね、政策提言
につなげてまいりたいと考えています。

質疑・要望を文書にまとめ提出

市
長
に
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
声
を

お
届
け
し
ま
し
た
。
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　本定例会におきまして、当委員会に付託されました請願2件、議案5件の計7件について、12
月16日に委員会を開催し、関係課長・関係職員及び請願紹介議員、請願提出者の出席説明を求め、
審査いたしました。
　議案5件については、全員異議なく原案どおり可決すべきものと決しました。また、請願第3号
及び請願第4号の「台風10号による復旧工事費に関する請願書」については、災害復旧に係る地元
負担の軽減を望むものであり、今後の国東市の農業への影響を考えると請願の願意には十分賛同
できるものです。
　しかし、提出された請願の内容では災害復旧にあた
り国庫補助に該当するしないにより、受益者負担に不
公平な状況が発生することが想定されることや、本請
願は激甚災害指定前に作成した請願であり、激甚災害
に指定された以上、更なる受益者負担の減額を請願者
が望んでいることを確認することができました。以上
のことから、本請願については趣旨採択としたうえで、
委員会としては、請願者の願意を汲み「可能な限り個別
の案件に即し、最大限の負担軽減となるよう支援をお
願いする」との意見を付し、執行部に本請願を送付する
こととしました。

産業建設常任委員会・予算決算分科会

　本委員会は、11月5日から7日にかけて、長野県川
上村の「農業政策について」、長野県原村の「移住定住U
ターン政策について」、長野県富士見町の「移住定住に
おけるコワーキングスペース施設の役割について」の視
察研修を実施いたしました。
　長野県川上村では、「日本一のレタス産地」に至るま
での経緯と現状、農家に対する支援策について研修を
しました。働き手として毎年1,000人以上の外国人材
を受け入れていますが、実習生から実習先として選ん
でもらえるように、農家それぞれが様々な努力をして
いるとの説明を受けました。また、ここ数年人口が微
増している長野県原村では、昭和40年頃から住宅地の
分譲を開始するなど、長い間継続的に移住政策の取組
を続けていること、田舎暮らしを体験できる移住体験
住宅の貸し出し、移住へのハードルを下げる田舎暮ら
し案内人などの施策について説明を受けました。原村
を含む、諏訪地域6市町村では、諏訪圏移住交流推進
事業連絡会を中心に諏訪地域全体で、移住定住促進に
取り組むなど、移住者の目線で取組を行っていること
が印象に残りました。長野県富士見町では、コワーキ
ングスペースを運営する「森のオフィス」の施設見学と
立ち上げから現在までの経緯、移住定住におけるコワー
キングスペース施設の役割について研修をしました。

行政視察

農業政策の研修
【長野県川上村】

移住定住Uターン政策の研修
【長野県原村】

森のオフィスの施設見学
【長野県富士見町】

総務常任委員会と国東市消防団との
意見交換の様子

文教厚生常任委員会と保護者との
意見交換の様子

産業建設常任委員会と農林水産業関係団体や
商工会との意見交換の様子

　新型コロナウイルス感染拡大をうけて、令和2年度以降開催していなかった議会報告会を、今
年度は意見交換会という形で常任委員会ごとに開催しました。

各常任委員会が意見交換会を開催

意見交換会を通して、市民の皆さまの声を聴くことができました

　10月18日（金）18時30分より総務常任委員会が国
東市消防本部会議室で国東市消防団の皆さんと意見交
換会を行いました。団長以下、各方面隊長、分団長、
副分団長合わせて14人が参加してくださいました。消
防団の安全装備の充実等の要望が出されました。

安全装備の充実を

　11月8日（金）18時30分より文教厚生常任委員会が
国東市役所委員会室で市内小中学校、義務教育学校、
子ども園、幼稚園の保護者の皆さんを対象に行いまし
た。35人もの方々が出席してくださり、時間が足りな
いほど意見が出されました。通学路の環境整備や入学
祝金の拡大、スクールソーシャルワーカーの増員等の
要望がありました。

教育環境の整備や入学祝金の拡大を

　11月21日（木）18時30分より産業建設常任委員会
が国東市役所委員会室で市内の農・林・水産業関係団
体や国東市商工会の皆さん合わせて13人の方々と意見
を交換しました。たくさんの要望が出されましたが、
中でも人手不足・担い手不足の問題が多く、市に対し
て何とかしてほしいといった切実な声が聴かれました。

人手不足・担い手不足の解消を

　11月26日開会の第4回定例会中に行われた各常任
委員会での確認を経て意見交換会で出された質疑・要
望を文書に取りまとめ、閉会日の本会議終了後に、議
長、各常任委員会委員長、意見交換会所管の広報特別
委員長が松井督治市長に提出しました。市長をはじめ
執行部の皆さんには市民の声に真摯に耳を傾け、誠意
ある対応をお願いするとともに、議会としても出され
た要望等については今後調査・研究を重ね、政策提言
につなげてまいりたいと考えています。

質疑・要望を文書にまとめ提出

市
長
に
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。
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議会の動き議会の動き

議会を
傍聴しませんか
議会を

傍聴しませんか
次回令和7年第1回定例会の開会予定は

2月26日（水）です

☎ （直通）

　一般質問は3月4日、5日の予定です。
傍聴を希望される方は、議会事務局まで
ご連絡ください。
　また、当日の受付も行っています。
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文教厚生常任委員会意見交換会
議員定数調査特別委員会
議会運営委員会・全員協議会
産業建設常任委員会意見交換会
第4回定例会開会
広報特別委員会

8日
13日
19日
21日
26日

一般質問
一般質問
議案質疑
市議会交通安全街頭啓発
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
産業建設常任委員会
予算決算常任委員会（全体会）
市議会人権研修会
第4回定例会閉会

4日
5日
11日

12日
13日
16日
18日

20日

1月

2月

12月

広報特別委員会
議員定数調査特別委員会
広報特別委員会
知事を囲む自治運営懇話会
全員協議会
広報特別委員会
議会運営委員会
国東半島3市議会議員合同研修会

8日
10日
17日
20日
22日
23日
31日

11月

第1回臨時会
議会運営委員会視察研修

議会だより77号発行
広報特別委員会視察研修

4日
5日～6日
6日
12日～13日

スマートフォンなどから読み取り
「国東市議会公式チャンネル」から
ご視聴頂けます。

令和7年令和7年


